
夏場に気を付けたい

　夏場に多く発生する感染症は、腸管出血性大腸菌感染症や咽頭結膜炎（プール熱）など、さまざまです。ここでは、
夏場に発生しやすい感染症とその予防対策を紹介します。症状がでたときは、早めに医療機関を受診しましょう。

【問い合わせ】保健センター（☎282-2797）

感 染 症

潜伏期間

【主な症状】

下痢、発熱、腹痛、血
便など
※尿毒症や意識障害等

の重篤な症状になる
こともある。

３～５日間

▽包丁やまな板などの
調理器具は、清潔に
取り扱う。

▽食肉を生で食べるこ
とは控える。

▽生肉を焼くトング･
箸と、食べる箸は別
にする。

予防対策

潜伏期間

39 ～ 40℃の発熱、の
どの痛み、結膜炎
※プールを介して流行

することから、プー
ル熱とも呼ばれる。

５～７日間

▽ プ ー ル の 前 後 は、
シャワー ･洗顔･うが
いを念入りに行う。

▽タオル･ハンカチの共
有は避ける。

予防対策

ヘルパンギーナ

【主な症状】

突然の高熱、高熱によ
る食欲不振･全身のだ
るさ、のどの痛み、口
の中のただれ

潜伏期間 ２～４日間

▽おむつの交換など、
便を扱った際には、
特にしっかり手洗い
をする。

▽タオル･ハンカチの共
有は避ける。

予防対策

手足口病

水泡性の発疹（手･足･
口の中）、軽度の発熱
が見られることも
※髄膜炎や心筋炎など

が生じることもある。

潜伏期間 ３～４日間

▽タオル･ハンカチの共
有は避ける。

予防対策

伝染性紅斑（りんご病）

頬に紅い発疹が現れ
る、全身･手足にも紅
斑が見られる
※発疹が現れる前に、

風邪様症状が見られ
ることもある。

潜伏期間 10 ～ 20日間

▽流行時はマスクを着
用する。

▽看病する人以外（特
に妊婦）は、風邪様
症 状 の 人 に 近 づ か
ない。

予防対策

腸管出血性大腸菌感染症
（Ｏ－157感染症など）

予防の基本！ 手洗い･うがいを心掛けよう！

感染症予防の基本は、 適
切な手洗い･うがいの励行、
バランスの取れた食事、 十
分な睡眠です。 日頃からしっ
かりと予防に努めましょう！

咽頭結膜炎
（プール熱）

注意！ エアゾール式簡易消火具で破裂事故が発生しました
　５月30日、ひたちなか市内において、
ヤマトプロテック株式会社製エアゾール
式簡易消火具の不具合による破裂事故が
発生しました。
　同製品の一部は、製造工程上の不具合
により、亀裂･破損事故の発生する恐れ
があります。対象製品をお持ちの方は、
相談窓口へ連絡の上、処分するようお願
いします。

【対象製品】
○商品名　「ヤマトボーイＫＴ」、「ＦＭボーイｋ」
○品質保証期間　2005.01 ～ 2005.10
　※品質保証期間は、缶底に表記されています。

【ヤマトプロテック株式会社 相談窓口】
☎0120-801084（月～金曜日（祝日を除く）の午前９時～午後５時）
☎072-361-2101（上記を除く時間帯）

【問い合わせ】
ひたちなか･東海広域事務組合消防本部予防課（☎271-0735）
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